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　隔へだては中垣なかがきの建仁寺けんにんじにゆづりて汲くみかはす庭井にはゐの水みづの交まじはりの底そこきよく深ふかく軒端のきばに咲さく梅一木うめひときに両家りやうけの春はるを見みせて薫かほりも分わかち合あふ中村なかむら園田そのだと呼よぶ宿やどあり園田そのだの主人あるじは一昨年をとゞしなくなりて相続さうぞくは良之助りやうのすけ廿二の若者わかもの何某学校なにがしがくかうの通学生つうがくせいとかや中村なかむらのかたには娘むすめ只一人たゞひとり男子をとこもありたれど早世さうせいしての一粒つぶものとて寵愛ちやうあいはいとゞ手てのうちの玉たまかざしの花はなに吹ふかぬ風かぜまづいとひて願ねがふはあし田鶴たづの齢よはひながゝれとにや千代ちよとなづけし親心おやごゝろにぞ見みゆらんものよ栴檀せんだんの二葉ふたば三ツ四ツより行末ゆくすゑさぞと世よの人ひとのほめものにせし姿すがたの花はなは雨あめさそふ弥生やよひの山やまほころび初そめしつぼみに眺ながめそはりて盛さかりはいつとまつの葉はごしの月つきいざよふといふも可愛かあいらしき十六歳さいの高島田たかしまだにかくるやさしきなまこ絞しぼりくれなゐは園生そのふに植うゑてもかくれなきもの中村なかむらのお嬢ぢやうさんとあらぬ人ひとにまでうはさゝるゝ美人びじんもうるさきものぞかしさても習慣しふくわんこそは可笑をかしけれ北風きたかぜの空そらにいかのぼりうならせて電信でんしんの柱はしら邪魔じやまくさかりし昔むかしは我われも昔むかしと思おもへど良之助りやうのすけお千代ちよに向むかふときはありし雛遊ひなあそびの心こゝろあらたまらず改あらたまりし姿すがたかたち気きにとめんとせねばとまりもせで良りやうさん千代ちいちやんと他愛たあいもなき談笑だんせふに果はては引ひき出だす喧嘩けんくわの糸口いとぐち最早もう来玉きたまふな何なにしに来こんお前様まへさまこそのいひじらけに見合みあはさぬ顔かほも僅はつか二日目ふつかめ昨日きのふは私わたしが悪わるかりし此後このごはあの様やうな我儘わがまゝいひませぬ程ほどにおゆるし遊あそばしてよとあどなくも詫わびられて流石さすがにをかしく解とけではあられぬ春はるの氷こほりイヤ僕ぼくこそが結局けつきよくなり妹いもといふもの味あぢしらねどあらば斯かくまで愛あいらしきか笑顔えがほゆたかに袖そでひかへて良りやうさん昨夕ゆふべは嬉うれしき夢ゆめを見みたりお前様まへさまが学校がくかうを卒業そつげふなされて何なんといふお役やくか知しらず高帽子たかぼうし立派りつぱに黒くろぬりの馬車ばしやにのりて西洋館せいやうくわんへ入いり給たまふ所ところをといふ夢ゆめは逆夢さかゆめぞ馬車ばしやにでも曳ひかれはせぬかと大笑おほわらひすれば美うつくしき眉まゆひそめて気きになる事ことおつしやるよ今日けふの日曜にちえうは最早もう何処どこへもお出いで遊あそばすなと今いまの世よの教育けういくうけた身みに似合にあはしからぬ詞ことばも真実しんじつ大事だいじに思おもへばなり此方こなたに隔へだてなければ彼方あちらに遠慮ゑんりよもなくくれ竹たけのよのうきと云いふ事こと二人ふたりが中なかには葉末はずゑにおく露つゆほども知しらず笑わらふて暮くらす春はるの日ひもまだ風かぜ寒さむき二月半なかば梅うめ見みて来こんと夕暮ゆふぐれや摩利支天まりしてんの縁日ゑんにちに連つらぬる袖そでも温あたゝかげに。良りやうさんお約束やくそくのもの忘わすれては否いやよ。アヽ大丈夫だいじやうぶ忘わすれやアしなひ併しかしコーツと何なんだツけねへ。あれだものを出でかけにもあの位くらゐ願ねがつておいたのに。さう〳〵おぼえて居ゐる八百屋やをやお七の機関からくりが見みたいと云いつたんだツけ。アラ否いや嘘うそばつかり。それぢやア丹波たんばの国くにから生捕いけどつた荒熊あらくまでございの方はうか。何どうでもようございますよ妾わたしは最早もう帰かへりますから。あやまつた〳〵今いまのはみんな嘘うそ何どうして中村なかむらの令嬢れいぢやう千代子君ちよこくんとも云いはれる人ひとがそんな御注文ちうもんをなさらう筈はずがない良之助りやうのすけたしかに承うけたまはつて参まゐつたものは。ようございます何なにも入いりません。さう怒おこつてはこまる喧嘩けんくわしながら歩行あるくと往来わうらいの人ひとが笑わらふぢやアないか。だつてあなたが彼様あんなこと許ばつかしおつしやるんだもの。夫それだからあやまつたと云いふぢやないかサア多舌しやべつて居ゐるうちに小間物屋こまものやのまへは通とほりこして仕舞しまつた。あらマア何どうしませうねへ未まだ先さきにもありますか知しら。何どうだかぞんじませんたつた今いま何なにも入いらないと云いつた人ひとは何処どこに。最早もうそれはいひツこなしとゝめるも云いふも一ト筋道すぢみち横町よこちやうの方かたに植木うゑきは多おほしこちへと招まねけば走はしりよるぬり下駄げたの音おとカラコロリ琴ことひく盲女ごぜは今いまの世よの朝顔あさがほか露つゆのひぬまのあはれ〳〵粟あはの水飴みづあめめしませとゆるく甘あまくいふ隣となりにあつ焼やきの塩しほせんべいかたきをむねとしたるもをかし。千代ちいちやん鳥渡ちよつと見玉みたまへ右みぎから二番目ばんめのを。ハア彼の紅梅ばいがいゝ事ことねへと余念よねんなく眺ながめ入いりし後うしろより。中村なかむらさんと唐突だしぬけに背中せなかたゝかれてオヤと振ふり返かへれば束髪そくはつの一群むれ何なにと見みてかおむつましいことゝ無遠慮ぶゑんりよの一言ごんたれが花はなの唇くちびるをもれし詞ことばか跡あとは同音どうおんの笑わらひ声ごゑ夜風よかぜに残のこして走はしり行ゆくを千代ちいちやん彼あれは何なんだ学校がくかうの御朋友おともだちか随分ずゐぶん乱暴らんばうな連中れんぢうだなアとあきれて見送みおくる良之助りやうのすけより低頭うつむくお千代ちよは赧然はなじろめり




　　　　（中）




　昨日きのふは何方いづかたに宿やどりつる心こゝろとてかはかなく動うごき初そめては中々なか〳〵にえも止とまらずあやしや迷まよふぬば玉たまの闇やみ色いろなき声こゑさへ身みにしみて思おもひ出いづるに身みもふるはれぬ其人そのひと恋こひしくなると共ともに恥はづかしくつゝましく恐おそろしくかく云いはゞ笑わらはれんかく振舞ふるまはゞ厭いとはれんと仮初かりそめの返答いらへさへはか〴〵しくは云いひも得えせずひねる畳たゝみの塵ちりよりぞ山やまともつもる思おもひの数々かず〳〵逢あひたし見みたしなど陽あらはに云いひし昨日きのふの心こゝろは浅あさかりける我わが心こゝろ我われと咎とがむればお隣となりとも云いはず良様りやうさまとも云いはず云いはねばこそくるしけれ涙なみだしなくばと云いひけんから衣ごろも胸むねのあたりの燃もゆべく覚おぼえて夜よるはすがらに眠ねむられず思おもひに疲つかれてとろ〳〵とすれば夢ゆめにも見みゆる其人そのひとの面影おもかげ優やさしき手てに背そびらを撫なでつゝ何なにを思おもひ給たまふぞとさしのぞかれ君様きみさまゆゑと口元くちもとまで現うつゝの折をりの心こゝろならひにいひも出いでずしてうつむけば隠かくし給たまふは隔へだてがまし大方おほかたは見みて知しりぬ誰たれゆゑの恋こひぞうら山やましと憎にくや知しらず顔がほのかこち事ごと余よの人ひと恋こふるほどならば思おもひに身みの痩やせもせじ御覧ごらんぜよやとさし出だす手てを軽かろく押おさへてにこやかにさらば誰たれをと問とはるゝに答こたへんとすれば暁あかつきの鐘かね枕まくらにひびきて覚さむる外ほかなき思おもひ寐ねの夢ゆめ鳥とりがねつらきはきぬ〴〵の空そらのみかは惜をしかりし名残なごりに心地こゝち常つねならず今朝けさは何なんとせしぞ顔色かほいろわろしと尋たづぬる母はゝはその事ことさらに知しるべきならねど面かほ赤あからむも心苦こゝろぐるし昼ひるは手てずさびの針仕事はりしごとにみだれその乱みだるゝ心こゝろ縫ぬひとゞめて今いまは何事なにごとも思おもはじ思おもひてなるべき恋こひかあらぬか云いひ出だして爪つまはじきされなん恥はづかしさには再ふたゝび合あはす顔かほもあらじ妹いもとと思おぼせばこそ隔へだてもなく愛あいし給たまふなれ終つひのよるべと定さだめんにいかなる人ひとをとか望のぞみ給たまふらんそは又また道理だうりなり君様きみさまが妻つまと呼よばれん人ひと姿すがたは天あめが下したの美びを尽つくして糸竹いとたけ文芸ぶんげい備そなはりたるをこそならべて見みたしと我われすら思おもふに御自身ごじしんは尚なほなるべし及およぶまじきこと打出うちだして年頃としごろの中なかうとくもならば何なにとせん夫それこそは悲かなしかるべきを思おもふまじ〳〵他あだし心こゝろなく兄様あにさまと親したしまんによも憎にくみはし給たまはじよそながらも優やさしきお詞ことばきくばかりがせめてもぞといさぎよく断念あきらめながら聞きかず顔がほの涙なみだ頬ほゝにつたひて思案しあんのより糸いとあとに戻もどりぬさりとては其そのおやさしきが恨うらみぞかし一向ひたすらにつらからばさてもやまんを忘わすられぬは我身わがみの罪つみか人ひとの咎とがか思おもへば憎にくきは君様きみさまなりお声こゑ聞きくもいや御姿おすがた見みるもいや見みれば聞きけば増まさる思おもひによしなき胸むねをもこがすなる勿体もつたいなけれど何事なにごとまれお腹立はらだちて足踏あしぶみふつになさらずは我われも更さらに参まゐるまじ願ねがふもつらけれど火水ひみづほど中なかわろくならばなか〳〵に心安こゝろやすかるべしよし今日けふよりはお目めにもかゝらじものもいはじお気きに障さはらばそれが本望ほんまうぞとて膝ひざにつきつめし曲尺ものさしゆるめると共ともに隣となりの声こゑを其その人ひとと聞きけば決心けつしんゆら〳〵として今いままでは何なにを思おもひつる身みぞ逢あひたしの心こゝろ一途いちづになりぬさりながら心こゝろは心こゝろの外ほかに友とももなくて良之助りやうのすけが目めに映うつるもの何なんの色いろもあらず愛あいらしと思おもふ外ほか一点てんのにごりなければ我わが恋こふ人ひと世よにありとも知しらず知しらねば憂うきを分わかちもせず面白おもしろきこと面白おもしろげなる男心をとこごゝろの淡泊たんぱくなるにさしむかひては何事なにごとのいはるべき後世のちのよつれなく我身わがみうらめしく春はるはいづこぞ花はなとも云いはで垣根かきねの若草わかくさおもひにもえぬ




　　　　（下）




　千代ちいちやん今日けふは少すこし快よい方はうかへと二枚折まいをりの屏風べうぶ押おし明あけて枕まくらもとへ坐すはる良之助りやうのすけに乱みだせし姿すがた恥はづかしく起おきかへらんとつく手てもいたく痩やせたり。寝ねて居ゐなくてはいけないなんの病中びやうちうに失礼しつれいも何なにもあつたものぢやアないそれとも少すこし起おきて見みる気きなら僕ぼくに寄よりかゝつて居ゐるがいゝと抱いだき起おこせば居直ゐなほつて。良りやうさん学校がくかうが御試験中ごしけんちうだと申まをすではございませんか。アヽ左様さう。それに妾わたしの処ところへばつかし来きて居ゐらしやつてよろしいんですか。そんな事ことまで気きにするには及およばない病気びやうきの為ためにわるいから。だつて何どうもすみませんもの。すむのすまないのとそんなこと気きにするより一日にちも早はやく癒よくなつて呉くれるがいゝ。御親切ごしんせつに有難ありがたうございますですが今度こんどは所詮しよせん癒なほるまいと思おもひます。又また馬鹿ばかなことを云いふよそんな弱よはい気きだから病気びやうきがいつまでも癒なほりやアしない君きみが心細こゝろぼそひ事ことを云いつて見みたまへ御父おとつさんやお母つかさんがどんなに心配しんぱいするか知しれません孝行かう〳〵な君きみにも似合にあはない。でも癒よくなる筈はずがありませんものと果敢はかなげに云いひて打うちまもる睫まぶたに涙なみだは溢あふれたり馬鹿ばかな事ことをと口くちには云いへどむづかしかるべしとは十指じつしのさす処ところあはれや一日ひとひばかりの程ほどに痩やせも痩やせたり片靨かたゑくぼあいらしかりし頬ほうの肉にくいたく落おちて白しろきおもてはいとゞ透すき通とほる程ほどに散ちりかかる幾筋いくすぢの黒髪くろかみ緑みどりは元もとの緑みどりながら油あぶらけもなきいた〳〵しさよ我われならぬ人ひと見みるとても誰たれかは腸はらわた断たえざらん限かぎりなき心こゝろのみだれ忍艸しのぶぐさ小紋こもんのなへたる衣きぬきて薄うすくれなゐのしごき帯おび前に結びたる姿（すが）た今いま幾日いくひ見みらるべきものぞ年頃としごろ日頃ひごろ片時かたときはなるゝ間ひまなく睦むつみ合あひし中うちになど底そこの心こゝろ知しれざりけん少ちいさき胸むねに今日けふまでの物思ものおもひはそも幾何いくばくぞ昨日きのふの夕暮ゆふぐれお福ふくが涙なみだながら語かたるを聞きけば熱ねつつよき時ときはたえず我名わがなを呼よびたりとか病やまいの元もとはお前様まへさまと云いはるゝも道理どうりなり知しらざりし我われ恨うらめしくもらさぬ君きみも恨うらめしく今朝けさ見舞みまひしとき痩やせてゆるびし指輪ゆびわぬき取とりてこれ形見かたみとも見給みたまはゞ嬉うれしとて心細こゝろぼそげに打うち笑ゑみたる其心そのこゝろ今少いますこし早はやく知しらば斯かくまでには衰おとろへさせじをと我罪わがつみ恐おそろしく打うちまもれば。良りやうさん今朝けさの指輪ゆびわはめて下くださいましたかと云いふ声こゑの細ほそさよ答こたへは胸むねにせまりて口くちにのぼらず無言むごんにさし出だす左ひだりの手てを引ひき寄よせてじつとばかり眺ながめしが。妾わら（は）と思おもつて下くださいと云いひもあへずほろ〳〵とこぼす涙なみだ其そのまゝ枕まくらに俯伏うつぶしぬ。千代ちいちやんひどく不快わるくでもなつたのかい福ふくや薬くすりを飲のまして呉くれないか何どうした大変たいへん顔色かほいろがわろくなつて来きたおばさん鳥渡ちよつとと良之助りやうのすけが声こゑに驚おどかされて次つぎの間まに祈念きねんをこらせし母はゝも水初穂取みづはつほとりに流ながし元もとへ立たちしお福ふくも狼狽敷あはたゞしく枕元まくらもとにあつまればお千代ちよ閉とぢたる目めを開ひらき。良りやうさんは。良りやうさんはお前まへの枕元まくらもとにそら右みぎの方はうにおいでなさるよ。阿母おつかさん良りやうさんにお帰かへりを願ねがつて下ください。何故なぜですか僕ぼくが居ゐては不都合ふつがふですかヱ居ゐてもわるひことはあるまい。福ふくやお前まへから良りやうさんにお帰かへりを願ねがつておくれ。貴嬢あなたは何なにをおつしやいます今いままで彼あれ程ほどお待遊まちあそばしたのに又またそんなことをヱお心持こゝろもちがおわるひのならお薬くすりをめしあがれ阿母おつかさまですか阿母おつかさまはうしろに。こゝに居ゐるよお千代ちよや阿母おつかさんだよいゝかへ解わかつたかへお父とつさんもお呼申よびまをしたよサアしつかりして薬くすりを一口ひとくちおあがりヱ胸むねがくるしいアヽさうだらう此このマア汗あせを福ふくやいそいでお医者様いしやさまへお父とつさんそこに立たつて入いらつしやらないで何どうかしてやつて下ください良りやうさん鳥渡ちよつと其その手拭てぬぐひを何なんだとヱ良りやうさんに失礼しつれいだがお帰かへり遊あそばしていたゞきたいとあゝさう申まをすよ良りやうさんおきゝの通とほりですからとあはれや母はゝは身みも狂きやうするばかり娘むすめは一語ご一語ご呼吸こきふせまりて見みる〳〵顔色かほいろ青あほみ行ゆくは露つゆの玉たまの緒を今宵こよひはよもと思おもふに良之助りやうのすけ起たつべき心こゝろはさらにもなけれど臨終いまはに迄までも心こゝろづかひさせんことのいとをしくて屏風べうぶの外ほかに二足あしばかり糸いとより細ほそき声こゑに良りやうさんと呼よび止とめられて何なにぞと振ふり返かへれば。お詫わびは明日みやうにち。風かぜもなき軒端のきばの桜さくらほろ〳〵とこぼれて夕ゆふやみの空そら鐘かねの音ねかなし
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